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 In this work, novel three types of perylene luminophores were prepared by changing the chiral 
site of perylene luminophores to cyclohexane ring instead of phenyl ring. Their circularly 
polarized luminescence (CPL) properties were evaluated in solution and PMMA-film states. 
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発光体は EL 素材やオプトデバイスなど多方面へ

の応用が考えられ注目を集めている。なかでも、発

光効率が高く、分子設計により特異的な機能を付加

できる機能性有機発光体の研究は盛んに行われて

いる。                            
当研究室では、AIEnh(凝集誘起増強)発光特性を有

する、光学活性なペリレンジイミド発光体 BPP を合

成し、PMMA-film 状態において、円偏光発光(CPL)
特性の発現に成功している。1)また BPP のベイポジ

ションに置換基を導入した新しい発光体の開発に

成功しており、円偏光の増大やその回転方向の制御

に成功した。2)     
本研究では、光学活性部位をフェニル環ではなく

シクロヘキサン環に変えたペリレンジイミド発光

体 1の合成および、ベイポジションに置換基を導入

した、ペリレンジイミド発光体 2,3 の合成を行い、

それら発光体の CPL 特性を検討した。 
まず、発光体 1は(R)体、(S)体それぞれ 3,4,9,10-

Perylenetetracarboxylicdianhydride と

Cyclohexylethylamine を出発物質として、発光体 2
および発光体 3は (R)体、(S)体それぞれ 1.7-dibromo-3,4,9,10-tetracarboxyic acid 
dianhydride と Cyclohexylethylamine を出発物質として高収率で合成することに成功し

た。光学特性については、当日報告する。 
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